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広
報
７
月
号
か
ら
、
「
温
故
知
新
」
と

し
て
連
載
し
、
旧
石
器
時
代
か
ら
ア
イ

ヌ
文
化
、
農
業
や
漁
業
、
旧
浜
猿
払
小

学
校
の
展
示
公
開
準
備
の
様
子
な
ど
を

掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
十
月
七
日
か
ら

約
一
か
月
間
の
展
示
公
開
も
一
旦
終
了

し
、
収
蔵
資
料
の
整
理
や
次
年
度
以
降

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
号
は
、
少
し
趣
を
変
え
て
、
猿
払

村
の
文
化
活
動
や
村
民
の
娯
楽
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

◆
村
の
文
化
を
興
し
た
人
々

　

最
も
歴
史
あ
る
文
化
団
体
と
し
て
「
宗

谷
路
短
歌
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
三
十
一
年
、
『
郷
土
北
見
、
宗

谷
に
お
け
る
文
化
向
上
の
た
め
、
短
歌

を
中
心
と
す
る
創
作
、
研
究
の
発
表
を

目
的
と
す
る
機
関
で
あ
り
、
何
れ
の
流

派
を
問
わ
ず
同
好
の
士
に
開
放
す
る
』

と
し
、
鬼
志
別
在
住
の
最
上
葩
迷
が
中

心
と
な
り
、
妻
の
友
美
子
、
佐
藤
迷
香
、

前
田
九
一
路
、
笠
井
勝
雄
、
加
来
早

苗
ら
が
結
成
し
、
月
刊
誌

「
宗
谷
路
」

を
発
刊
し
、
会
友
も
村
内
だ
け
で
は
な

く
、
浜
頓
別
、
枝
幸
、
利
尻
、
礼
文
、

天
塩
方
面
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
歌

誌
は
昭
和
四
十
四
年
に
休
刊
し
、
そ
の

後
は
ガ
リ
版
刷
り
小
冊
子
の
発
行
を
続

け
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
に
、
合
同
歌
集

「
宗
谷
路
」

発
刊
、
平
成
十
八
年
に

「
宗
谷
路

（
第

二
集
）
」
を
発
刊
し
、
平
成
二
十
二
年
、

そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

主
宰
し
た
最
上
葩
迷
は
、
札
幌
郡
篠

路
村
出
身
で
、
大
正
中
期
よ
り
活
動
を

始
め
、
陸
別
町
で
短
歌
会
を
結
成
、
「
原

始
林
」
同
人
、
「
山
脈
」
会
員
、
「
鴉
族
」

会
友
な
ど
、
猿
払
村
の
文
芸
史
上
、
特

筆
す
べ
き
人
物
で
す
。
葩
迷
の
兄
に
、

放
浪
の
歌
人
と
呼
ば
れ
、
波
乱
に
富
ん

だ
数
奇
な
運
命
を
歩
ん
だ
金
崎
琢
磨

が
い
た
。
金
崎
は
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を

放
浪
の
旅
に
費
や
し
、
釧
路
に
住
ん
で

い
た
石
川
啄
木
や
、
小
樽
の
野
口
雨
情

ら
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
十
三
年
に
は
、
小
石
で
町
内

会
長
を
つ
と
め
、
ま
た
友
人
ら
と
一
時

は
、
小
石
愛
国
炭
鉱
を
経
営
す
る
な
ど

し
ま
し
た
が
、
生
来
の
性
ゆ
え
か
、
ま

た
放
浪
の
旅
を
始
め
、
昭
和
三
十
六
年

に
旭
川
で
没
し
ま
し
た
。
亡
く
な
る
直

近
一
年
間
ほ
ど
は
、
弟　

葩
迷
の
元
で

生
活
を
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

葩
迷
亡
き
後
は
、
前
田
九
一
路
が
会

長
と
な
り
活
動
を
続
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
当
時
の
会
友
の
中
に
は
、
「
閃

光
」
同
人
の
藤
田
瞠
、
歌
人　

若
山
牧

水
門
下
の
明
石
憲
、
浅
茅
野
在
住
で
、

俳
誌

「
茅
の
芽
」
を
発
行
し
た
白
井
重

朗
、
鬼
志
別
の
開
業
医　

平
塚
次
郎
ら

が
お
り
、
平
塚
次
郎
は
句
誌

「
恋
人
」

「
高
潮
」

「
高
潮
」
「
獺
祭
」
の
同
人
と
し
て
、

猿
払
か
ら
日
本
俳
壇
に
新
風
を
吹
き
込

ん
で
い
た
と
村
史
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

前
田
九
一
路
に
つ
い
て
は
、
昭
和
初

期
か
ら
創
作
活
動
に
励
み
、
稚
内
市
の

歌
誌

「
砂
丘
」
に
次
の
歌
が
投
稿
さ
れ

ま
し
た
。

～　

心
か
ら
達
者
で
居
れ
と
叫
び
た
い

友
が
残
っ
た
故
郷
の
街　

～

「
宗
谷
路
」
の
発
刊
の
ほ
か
、
浜
猿
払

小
学
校
校
歌
の
作
詞
、
昭
和
四
十
七
年

に
は

「
さ
る
ふ
つ
観
光
音
頭
」
の
作
詞

な
ど
も
手
掛
け
、
村
の
文
化
史
上
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
す
。
因
み

に
、
「
さ
る
ふ
つ
観
光
音
頭
」
の
作
曲
は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
専
属
の
作
曲
家
船

村
徹
で
す
。
校
歌
は
、
旧
浜
猿
払
小
学

校
体
育
館
に
、
後
の
卒
業
生
の
製
作
に

よ
る
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
村
民
の
娯
楽

　

林
業
の
隆
盛
や
ニ
シ
ン
・
ホ
タ
テ
漁
、

炭
鉱
景
気
な
ど
、
そ
の
時
々
で
賑
わ
い

を
見
せ
る
中
、
村
内
に
も
娯
楽
施
設
が

多
く
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

産
業
で
就
労
す
る
人
た
ち
が
増
え
、
村

外
か
ら
も
働
き
手
が
多
く
来
る
と
、
旅

館
業
や
飲
食
業
が
営
業
を
始
め
、
浜
鬼

志
別
に

「
ね
ず
み
座
」
、
浜
猿
払
に

「
布

袋
座
」
、
鬼
志
別
に

「
永
楽
座
」
「
清
徳

館
」
「
文
化
劇
場
」
他
、
浅
茅
野
や
知

来
別
に
も
劇
場
が
あ
り
、
戦
後
の
石
炭

景
気
に
沸
い
た
小
石
地
区
に
は
、
大
衆

娯
楽
施
設

「
小
石
劇
場
」
が
建
設
さ

れ
、
三
百
人
収
容
の
劇
場
を
経
営
し
た

の
が
、
料
理
店

「
ク
ロ
ダ
イ
ヤ
」
で
し

た
が
、
石
炭
産
業
が
華
や
か
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
店
名
で
す
。

　

ま
た
、
昭
和
三
十
年
当
時
の
村
内
地

図
に
は
、
旅
館
や
割
烹
、
映
画
館
や
パ

チ
ン
コ
店
な
ど
様
々
な
商
店
が
軒
を
並

べ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
特
に
、

炭
鉱
で
栄
え
た
小
石
地
区
に
は
、
藤
田

炭
鉱
株
式
会
社
に
よ
る
、
従
業
員
向
け

の
保
養
施
設

「
藤
田
会
館
」
が
建
て
ら

れ
、
二
百
八
十
八
の
椅
子
席
と
舞
台
が

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

郷
土
資
料
の
中
に
は
、
大
相
撲
第

四
十
一
代
横
綱　

千
代
の
山
が
地
方
巡

業
で
来
村
し
た
当
時
の
写
真
が
残
っ
て

い
ま
す
。
数
人
の

「
勧
進
元
」
が
、

百
九
十
㎝
を
超
え
る
長
身
の
千
代
の
山

と
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
が
、
体

格
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
炭
鉱
が

栄
え
て
い
た
こ
ろ
は
、
大
人
の
相
撲
大

会
な
ど
も
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

漁
業
や
農
業
な
ど
の
一
次
産
業
が
軌

道
に
乗
り
経
済
的
な
豊
か
さ
を
得
た
一

方
で
、
林
業
や
石
炭
産
業
、
鉄
道
な

ど
、
国
策
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
一
時

代
を
築
い
た
産
業
が
衰
退
し
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
中
で
、
知

的
欲
求
の
高
ま
り
を
形
に
表
し
た
多
く

の
人
た
ち
、
文
化
芸
術
活
動
の
場
を
作
っ

て
き
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
い
け
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
時
代

は
様
々
に
形
を
変
え
て
い
き
ま
す
が
、

市
井
の
民
ら
の
思
い
は
今
も
受
け
継
が

れ
な
が
ら
、
村
内
で
活
動
が
生
き
続
け

て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
石
炭
産
業

・
旧
国
鉄
天

北
線
に
つ
い
て
掲
載
の
予
定
で
す
。

其
の
六　
　

猿
払
村
の
文
化

・
娯
楽

温
故
知
新

前田九一路最上葩迷合同歌集昭和 30 年当時の村内地図横綱千代の山が巡業で来村




